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https://www.carbonbrief.org/what-global-co2-emissions-2016-mean-climate-change

タイの排出削減目標
タイは、2030年までに温室効果ガスの排出量を20〜
25％削減することを誓約。110〜140mt-CO2-eqに
相当するレベル。
これは、Business as Usual（BAU）シナリオで推定
されたGHG排出ベースラインに基づいている。タイ
はいくつかの環境キャンペーン、特にアセアンに
おけるごみ処理と森林再生に関するキャンペーンを
開始。また、エコカーや電車の利用を推進し、
ヘイズ（煙霧）汚染を減らすためのロードマップを
策定

http://actionforclimate.deqp.go.th/?p=6401&lang=en

世界的な二酸化炭素排出予測と、2030年に向けたタイの20-35%温室効果ガス削減目標

多くのCO２排出が
危険なレベルの温暖化へ

つながる

2030年二酸化炭素排出量の
自主的削減目標（NDCs）
はパリ協定で定めた
温暖化の制限を超過

排出削減は2度以下
の制限をはるかに
下回っている

二
酸
化
炭
素
の
排
出
（
年
間
炭
素
換
算
量
）
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（オレンジ色の）高レベル排出シナリオと比較し、1980年以来世界の二酸化炭素の排出
（黒い太線）とパリ協定（破線）下の国の誓約は（青色の）工業化前レベルを2度上回る程度の
温暖化に抑えられたシナリオである

出所

https://www.carbonbrief.org/what-global-co2-emissions-2016-mean-climate-change
http://actionforclimate.deqp.go.th/?p=6401&lang=en


内燃機関（ICE）乗用車の新規販売の段階的廃止へ向けた政府目標

https://theicct.org/blog/staff/global-ice-phaseout-nov2020
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各国政府は内燃機関エンジン乗用車の新規販売を段階的に終了する目標を設定

https://theicct.org/blog/staff/global-ice-phaseout-nov2020


各国政府によるEV推進へ向けた車所有者への禁止措置

https://www.forbes.com/sites/oliverwyman/2018/03/27/automakers-need-a-global-timetable-for-phasing-out-internal-combustion-engines/?sh=5e90250223c3
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世界各国において制定された内燃機関車の完全な禁止あるいは新車販売に関する規制

各国は内燃機関車両の禁止、あるいは禁止を検討

https://www.forbes.com/sites/oliverwyman/2018/03/27/automakers-need-a-global-timetable-for-phasing-out-internal-combustion-engines/?sh=5e90250223c3


各国政府が設けているEVの販売と使用に対するインセンティブ

https://www.forbes.com/sites/oliverwyman/2018/03/27/automakers-need-a-global-timetable-for-phasing-out-internal-combustion-engines/?sh=5e90250223c3
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世界各国において適用されている国家レベルあるいは地方自治体レベルの車所有者によるEVへの切替えに対する優遇措置

電動化への法律に基づくインセンティブ

https://www.forbes.com/sites/oliverwyman/2018/03/27/automakers-need-a-global-timetable-for-phasing-out-internal-combustion-engines/?sh=5e90250223c3


新型コロナウイルス危機の主要な影響と産業トピックのまとめ

すべてのシナリオにおいて最小限の影響 可能性のある最大限の影響

大幅な減少 危機前の予測 大幅な増加

出所

産業トピック 主要な影響

戦略

事業
モデル

1.市場とプロダクトミックス

2.モビリティ

3.自動運転

4.デジタル化

5. 電動化

6.競争環境

7.販売と流通

8.サプライチェーン

グローバルOEMフットプリント

車両販売価格と手数料

モビリティシェアーの利用

公共の利益

自動車企業の投資能力

ソフトウェアの重要性

コネクティッドサービスの潜在的機会

EVの普及

EVプラットフォームの整備

整備

ディーラーの売上と手数料

グローバリゼーション
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想定しうるパラダイムシフト：コロナ後時代に生産システムとサプライチェーンは大きな変容を遂げる可能性がある

出所

コロナ前 グローバリゼーション

グローバル生産網

グローバルサプライチェーンネットワーク

グローバルジャストインタイム・
在庫最小化戦略

グローバル配達フットプリント

各顧客仕様

革新的効率化の増進

限定的なリスク管理

コロナ後 グローカリゼーション

生産網の現地化

現地サプライチェーンネットワーク

現地倉庫と備蓄戦略

販売先において建築・設置

差異化の縮小（最大限）

抜本的な効率性の向上

持続可能なリスク管理
（想定外の想定）
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https://aqicn.org/map/asia/

世界のスモッグとPM2.5のレベル/ SMOG, PM 2.5 Level in The World

https://aqicn.org/map/asia/
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https://aqicn.org/map/asia/
https://aqicn.org/map/asia/


https://aqicn.org/map/asia/

アジアのスモッグとPM2.5のレベル/ SMOG, PM 2.5 Level in ASIA 
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https://aqicn.org/map/asia/


アセアンおよびタイのスモッグとPM2.5のレベル/ SMOG, PM 2.5 Level in ASEAN, Thailand

https://aqicn.org/map/asia/
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https://aqicn.org/map/asia/


https://www.greenpeace.org/thailand/tag/clean-air/

バンコクのスモッグとPM2.5/ SMOG, PM 2.5 in Bangkok, Thailand

13

https://www.greenpeace.org/thailand/tag/clean-air/
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リチウムイオンバッテリーの価格予測

リチウムイオンバッテリーパック価格のこれまでと見通し
（実質価格 2018年まで 単位は米ドル/キロワットアワー）

出所
15



EVコストの予測 内燃機関（ICE)-バッテリーEV（BEV)平価

出所

米国のミディアムセグメントの車

バッテリー車

パワートレイン

車両

内燃機関系
ミディアム車
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特記事項：課税前小売価格の予測

単位：1000米ドル（2016年）



https://thedriven.io/2020/08/28/wild-times-tesla-value-hits-us420-billion-as-musk-dampens-battery-day-speculation/

自動車産業の技術開発と時価総額

特記事項：時価総額は2020年8月27日時点、米ドル換算

テスラバッテリーのコスト低減方針
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テスラは今や世界のトップ12自動車メーカーの時価総額の41%を占める
一体型バッテリー

パッキング

2万5,000米ドル車

コバルトフリー正極

生産工程のイノベーション

シリコン陽極

ドライコーティング

テスラの株式の回復は競合他社の
時価総額の成長を妨げる

出所

https://thedriven.io/2020/08/28/wild-times-tesla-value-hits-us420-billion-as-musk-dampens-battery-day-speculation/


2013年-2019年の主要国・地域における電気乗用車の販売と市場シェア

出所: 国際エネルギー機関 EV Outlook 2020
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https://wattev2buy.com/global-ev-sales/

グローバルｘEVの販売
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OEM・OEMグループによるグローバルEV販売ランキング
（2020年1月-6月） 2019年に720万台の電気自動車が

道路を走行
地域ごとの電気乗用車のグローバルストック（在庫）

その他の地域

* プラグインハイブリッド車と軽自動車を含む

出所：国際エネルギー機関

https://wattev2buy.com/global-ev-sales/


自動運転、コネクティッド、シェアリングカー
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スウェーデンのスタート
アップ企業はt-podモデルと
いう26トンのEVトラックで
運輸サービスを開始。
運転手付きのデイーセル
トラックの利用と比べ、
物流コストが60％削減
できた

ｘEVの発展から影響を受ける産業

Ford自動運転商用車

米国のEVトラック生産の
スタートアップ企業と共同で
5億ドルの投資を計画。
昨今運輸業者は輸送時間の
削減、温室効果ガスの削減
などを要求されている他、
運転手不足などの困難に
直面している

自動運転車の企業例

先進運転支援システム（ADAS)
地図の視覚化

自動運転車

Dominoの無人運転の
ピザ配達

Toyota Research Institute 
は2019年1月にコンシューマー・
エレクトロニクス・ショー（CES）
でP4自動運転試験車を発表

Pony.aiとトヨタは自動運転車と
関連サービス事業において
パートナーを組んだ

Uberは、RoboTaxi WarsでTeslaと
Waymoに対抗する
新しい自動運転車を発表

タクシー配車サービスを
手掛けるLyftはボストンで
自律型ライドシェアリング
車両を試験運用し、
ラスベガスで2018年1月に
開催されたCESで30AVを発表

・タクシー
・ヘルスケア、自動車修理、保険
・救命、緊急対応、軍事
・内装デザイン、エンターテイメント
・情報通信、エネルギー
・レストラン、ホテル、航空業界
・高齢者、障害者、子供
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ゼロエミッション車(ZEV)と自動運転車（AV)に関するタイの2035年目標シナリオ

出所 : NXPO 2020、EV 白書2035

2035年までにタイ国内で登録する新車を100％ZEVにする目標を立ち上げた。PM2.5という有害物の排出を
削減、交通事故死亡者数を削減、タイ国内のクリーンインダストリーの促進を目指す

2035年270万台生産

2030年250万台生産

2025年220万台生産

2023年210万台生産

2020年200万台生産

自動車生産台数（百万台） 国内の新車登録数ZEV、AV（％）

英国オクス
フォード
ICE車生産中止

ノルウェー
ICE車生産
中止

コスタリカ
ICE車生産
中止

‐デンマーク、アイスランド、インド、アイルランド、イスラエル、オランダ、スウェーデンが内燃機関車
（ICE)の生産を中止したことにより、国内自動車メーカーはZEV車しか生産できなくなる
‐カナダ、中国、フィンランド、フランス、インド、日本、メキシコ、オランダ、ノルウェー、スウェーデン
の９ヵ国においてEV30＠30キャンペーンを実施

バッテリー
<100 米ドル
/KWh  価格
ZEV<ICE



• ZEVおよびACES開発のアセアン・センターオブエクセレンス

• モビリティサービスとしてのMaaSおよびオンデマンド

モビリティ(MoD)の実証ハブ

• ビジネスモデルのイノベーションにおいてアセアンをリード

• PHEVの長距離走行

• ZEVの短距離・長距離走行

• 地下鉄利用者の移動向けハイパワー二輪電気スクーター

• 観光移動向け三輪の低速電動トゥクトゥク

• 物流サービス向け四輪 2.5トン電動バンまたは電動ピックアップ

1.バリュー・プロポジション

バリュー・プロポジション

2.製品と技術の導入

出所 : NXPO 2020、 EV白書2035
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2025 1)新しい政府機関の公用車および公共交通車両の100%を

ZEVへ

2)新しい登録車両の15%をZEVへ

30%をレベル３の自動運転車へ

3) 公共充電ステーションを1万ヵ所へ増設
2030 1)すべての政府機関の公用車および公共交通車両の100%

をZEVへ

2)新しい登録車両の30%をZEVへ

60%をレベル３の自動運転車へ

3) 公共充電ステーションを4万カ所へ増設
2035 1)新しい登録車両の100%をZEVへ

80%をレベル4の自動運転車へ

2)公共充電ステーションを8万カ所へ増設

ZEVとACESの目標

公

24出所 : NXPO 2020、 EV白書2035
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世界の自動車生産と販売（2019年）

出所 : クルンシーリサーチ
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タイは第11位

単位：100万台



出所: タイ工業連盟、国内商取引局、クルンシーリサーチ

タイの自動車生産、販売、輸出の割合（2019年）
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生産 国内販売 輸出

乗用車

1トンピックアップ 1トンピックアップ

乗用車 乗用車

商用車

その他

その他



タイの自動車市場 (主要な高中所得経済の競合国との比較)

出所 : 国際通貨基金（IMF)、国際自動車工業連合会（OICA)よりクルンシーリサーチがまとめた

特記事項: グラフ内の円のサイズは2019年の中古車市場を示す GNIとモータリゼーション率は2019年時点 タイは2019年に高中所得経済になった
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タイにおけるステークホルダー

29出所 : NXPO 2020、 EV白書2035

アセアンー中国自由
貿易協定により
輸入関税0％

アセアンFTA
輸入関税0％

アセアン-中国自由貿易
協定を利用し関税0％
でZEVを輸入する企業

タイ国内既存
大手企業

タイ国内新規
中小企業

タイ国内新規
大手企業

タイ国内新規
大手企業

アセアン自由貿易
協定を利用し関税0％
でZEVを輸入する企業

タイ国内市場

コロナ後

コロナ前



移行戦略：パイロットプロジェクトの開始

30出所 : NXPO 2020、 EV白書2035

国家プログラム/政策

地方行政
規制/インセンティブ

製品・公共交通機関
開発のためのSI産業

標準インターフェース
を開発するための
構成部品産業

インフラ構築
および規模拡大
のためのPPP

環境、輸送、経済を結びつける国家キャンペーン/
インセンティブ政策と規制/バリュープロポジション、
チャンピオンとステークホルダー

地方行政による規制圧力、インセンティブけん引型の
市場需要の創造/政策立案者による実証プロジェクト
の開始

革新的なビジネスモデルや製品開発の
ためのSI産業/実証/船舶/稼働システム
オペレーションチャンピオンによる実証

主要な構成部品とクラスターを開発するための
構成部品産業/イノベーションパークチャンピオンに
よるクラスター

ビジネスモデルの向上と投資を通じた
「規模の経済」の拡大/PPPの拡大

民間が所有する持続可能なビジネス

自治体による政府調達を
実験するための実験地域
サンドボックスを発表

潜在能力のあるSIにビジネス
モデル・将来のモビリティを
提案させ、実験地域で実証。
（マッチング・グラント）

サプライチェーン開発、
ビジネス規模拡大、他の地域へ
のサービス拡大を支援



エコシステムの開発

31
出所 : NXPO 2020、 EV白書2035

低炭素車両

無事故運転

手頃な価格

シェアードエコノミー/
サービスイノベーション

ICT技術が可能にする
無人運転

新しいエネルギー
システム

生産能力 サービス市場の
エコシステム

インフラ

サプライチェーンの
アップグレード

中期・長期的
産業ダイナミクス

グローバルトレンド



出所 : 運輸省

出所: 運輸省と運輸・交通政策企画局
2020年10月30日現在

https://www.boi.go.th/index.php?page=railways

現在バンコクではBTS（スカイトレイン）、 MRT (地下鉄とパープルライン)、
軽量軌道鉄道システムとエアポートリンクが運行
バンコク首都圏都市鉄道マスタープランの下でバンコク都庁(BMA) は、既に
敷設されている100キロの鉄道路線から400キロの鉄道路線へ。市の軽量軌道
鉄道ネットワークの拡大に取り組んでいる

タイにおける鉄道輸送投資計画

32

高速鉄道

2022年に4ルート

バンコク―ナコンラチャシーマー

バンコク―ラヨーン

バンコク―ホアヒン

バンコク―ピッサヌローク

官民連携（PPP）受付中

ルート 距離（km) 事業コスト
（100万バーツ）

中期フェーズ

長期フェーズ

合計

直近フェーズ

バンコク大量輸送計画

https://www.boi.go.th/index.php?page=railways


BOIによるxEV奨励パッケージ

BOIのEV奨励の
承認を受けたプロジェクト

出所：タイ投資委員会



社会的持続可能なモデル（コロナ後）

出所: Dr.Suvit Maesincee 2020 https://bit.ly/3iHyMvK
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経済的な富 環境的
ウェルネス

社会的幸福人類の
英知

持続的な
発展

価値
創造
経済

思いやり
と共有の
文化

起業の
文化

共同体
の価値

自己
表現の
価値

バランス
のとれた
生活

「私達」
社会

https://bit.ly/3iHyMvK


ファンダメンタル

原動力

工業化

方法論

社会的持続可能性モデル（コロナ後）

出所: Dr.Suvit Maesincee 2020 https://bit.ly/3iHyMvK
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モダニズム 持続主義

工業社会 デジタル社会 コロナ後の
社会

物理的・
金融資本

機械の力

大量生産

生産・販売

知識・
ネットワーク

計算・
AIの力

マス

カスタマイゼーション

感知・対応

共同創造・

共有価値

マス
コラボレーション

思いやり
共有

群衆の知恵
マインドの共通

https://bit.ly/3iHyMvK
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Thank you for your attention.

ご清聴ありがとうございました

Contact
Dr.Thanakarn Wongdeethai
Senior Policy Specialist
Office of National Higher Education Science 
Research and Innovation Policy Council (NXPO)
319 Chamchuri Square Building 14th Fl., Phayathai
Rd., Patumwan, Bangkok 10330 Thailand
Tel. +662 109 5432, Fax. +662 160 5438
E-Mail : info@nxpo.or.th; thanakarn@nxpo.or.th
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